
▶研究&教育 最前線
乳酸菌を抗原運搬体とした経口粘膜ワクチン開発研究
東京農業大学農芸化学科 教授／
学校法人東京農業大学食品安全研究センター長　五十君 靜信
▶ZOOM UP
先端データ科学研究センターの紹介
東京情報大学
▶TOPIC
農大二高中等部を開設します
東京農業大学第二高等学校中等部

食品安全研究センターFSRC（Food Safety Research Center）開設のお知らせ

　2022（令和４）年4月1日から、新規事業としまして“学校法人 東京農業大学 食品安全研究センター：FSRC”

が活動を開始しました。FSRCは、東京農業大学総合研究所研究会「食の安全と安心部会」が行ってきた食の安全

と安心に関わる情報発信に加え、研究活動、食の安全に関わる教育と啓発、リスクコミュニケーション、食の安全に関す

るコンサルティング等を行います。FSRCは、実験室を東京農業大学世田谷キャンパス内8号館3階に開設しました。

　FSRCは、科学的思考に基づく食の安全の構築と安心の啓発を目的としています。食の安全の確保には生産現

場から消費者に至る一貫した管理が求められます。東京農業大学は食の生産環境から加工、流通、消費、栄養、

健康に至る領域をカバーする教育研究機関であります。東京情報大学は情報と看護の領域をカバーしております。

　一方、食の安全確保では実行性を持つためには産官学の連携も重要です。FSRCは学校法人東京農業大学

傘下の東京農業大学、東京情報大学との連携に加え、食品安全に関わる大学、行政に関わる研究機関、学術団

体や財団、民間の研究所等とも連携し積極的に研究活動を行います。また、次世代を担う両大学の学生、稲花小

学校をはじめ併設中学校、高等学校の児童・生徒へ生きることを支える食の安全・安心の科学教育を通じて、

広く一般消費者へ活用できる教育啓発手法の開発を進めてまいります。

食品安全研究センター
FSRC（Food Safety Research Center）

開設のお知らせ

ホームページ　https://www.nodai.ac.jp/fsrc/

3+4March+April
2022

No.169

学校法人東京農業大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル

新
・実
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

【
編
集
・
発
行
】
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
経
営
企
画
部
  〒
156‒8502  東

京
都
世
田
谷
区
桜
丘
1‒1‒1  TEL.03‒5477‒2300  FA

X
.03‒5477‒2707  http://w

w
w
.nodai.ac.jp/hojin/

定
期
購
読
ご
希
望
の
方
は
上
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

学校法人東京農業大学
◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校

M
arch+A

pril 2022 N
o.169



02研究＆教育 最前線

の
研
究
で
あ
る
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の

ワ
ク
チ
ン
の
現
状

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
子
宮
頸
癌
の
原
因
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

世
界
的
な
患
者
数
の
増
大
に
伴
い
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
若
年
層
の
女
性
へ
の
注
射
型
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
推

奨
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に

有
効
で
あ
り
、
性
交
渉
前
の
女
性
へ
の
投
与
が
行
わ
れ
て

い
る
。
海
外
で
は
、
米
、
英
、
独
、
仏
等
の
先
進
各
国
で

は
公
的
接
種
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
平

均
約
70
％
以
上
と
高
い
。

日
本
に
お
け
る
子
宮
頸
癌
は
２
０
２
１
年
厚
生
労

働
省
審
議
会
資
料
に
よ
る
推
定
で
、
国
内
で
年
間
約

乳
酸
菌
を
抗
原
運
搬
体
と
し
た

経
口
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

１
９
８
０
年
代
に
入
り
、
乳
酸
菌
の
分
子
遺
伝
学
が
進

み
、
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
り
乳
酸
菌
の
遺
伝
学
的
情
報
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
９
０
年
以
降
は
、
乳
酸
菌

が
多
種
多
様
な
保
健
機
能
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
子

レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
活
用
し
た
食

品
等
へ
の
利
用
に
関
す
る
応
用
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
組
換
え
体
に
対
す
る
消
費
者
意
識
か
ら
食
品
へ
の

応
用
は
ま
だ
先
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
を
伴
う
乳
酸
菌
の

応
用
研
究
は
主
に
医
療
用
途
の
研
究
が
先
行
し
て
進
め
ら

れ
、
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
経
口
粘
膜
ワ
ク
チ
ン

１
１
０
０
０
人
が
罹
患
、
約
２
８
０
０
人
が
死
亡
し

て
い
る
。
40
歳
ま
で
の
女
性
で
が
ん
死
亡
の
第
２
位

で
、
ほ
ぼ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
わ

が
国
で
は
平
成
22
年
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
保
険
適

用
と
な
っ
た
。
平
成
25
年
４
月
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

勧
奨
さ
れ
、
平
成
６
年
～
11
年
生
ま
れ
を
対
象
と
し

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
副
反
応

が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
６
月
以
降

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
は
中
止
さ
れ
、
平
成
13
年
度

以
降
生
ま
れ
の
接
種
率
は
１
％
に
満
た
な
い
状
況
で

あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
の
勧
告
も
あ
り
、
令
和
４
年
度

か
ら
積
極
的
な
接
種
勧
奨
が
再
開
さ
れ
る
。

乳
酸
菌
を
抗
原
運
搬
体
と
し
た
経
口
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
開
発
研
究

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
前
癌
病
変
治
療
剤
の
効
果
の
検
証
と
そ
の
実
用
化

乳
酸
菌
は
チ
ー
ズ
、ヨ
ー
グ
ル
ト
や
漬
物
な
ど
の
発
酵
食
品
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、乳
酸
菌
の
ヒ
ト
へ
の
健
康
効
果
は
、「
プ

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
」
な
ど
と
し
て
認
識
さ
れ
、
示
唆
に
富
ん
だ
多
種
多
様
な
生
体
へ
の
保
健
機
能
に
関
す
る
研
究
が
多
数
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
医
薬
品
（
整
腸
剤
）
と
し
て
の
利
用
実
績
も
あ
る
有
用
微
生
物
で
あ
る
。

研究＆教育

最前線
The front line of

research
and education

東京農業大学

教授 五十君靜信
いぎみ・しずのぶ／東京大学大学院農
学研究科博士課程修了（農学博士）国
立医薬品食品衛生研究所・食品衛生管
理部長を経て、東京農業大学応用生物
科学部農芸化学科教授。学校法人東京
農業大学食品安全研究センター長。

● 専門分野：食品衛生学、細菌学
●おもな研究テーマ：乳酸菌の潜在能力に
関する基礎および応用研究、食品の安
全確保と病原微生物制御に関する研究

図1 マウス実験における E7 特異的 CTL の誘導
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
者
の
う
ち
、
後
期
前
癌
病
変

（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
）
患
者
を
対
象
と
す
る

ワ
ク
チ
ン
開
発

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
感
染
症
で
あ
り
、
性
交
渉
の
あ
る
女
性
の

半
数
以
上
が
感
染
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

感
染
し
た
場
合
、
初
期
、
中
期
前
癌
病
変
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
１
、

２
）
と
進
行
し
、後
期
前
癌
病
変
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
）
と
な
り
、

そ
の
後
子
宮
頸
癌
を
発
症
す
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
及
び
子
宮
頸

癌
患
者
は
、
外
科
的
手
術
に
よ
り
病
巣
を
除
去
す
る
必
要

が
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
中
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
以
降
の

手
術
を
必
要
と
す
る
患
者
数
が
多
い
。

我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
前
癌
病
変
後
期
の
Ｃ
Ｉ
Ｎ

３
で
外
科
的
手
術
が
必
要
な
患
者
を
対
象
と
し
た
経
口
粘

膜
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
で
は
、

感
染
細
胞
の
表
面
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
由
来
の
Ｅ
７
抗
原
が
特
異
的

に
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
７
抗
原
特
異
的
な
細
胞

障
害
性
Ｔ
細
胞
（
Ｃ
Ｔ
Ｌ
）
を
誘
導
し
、
感
染
細
胞
を
破

壊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
科
的
手
術
を
回
避
す
る
治
療
効

果
を
目
指
す
。

乳
酸
菌
を
用
い
た
経
口
粘
膜
ワ
ク
チ
ン
の

作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム

子
宮
頸
癌
発
症
頻
度
の
最
も
高
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
の
Ｅ

７
を
乳
酸
菌
の
細
胞
表
層
に
固
定
化
発
現
さ
せ
、
加
熱
に

よ
り
不
活
化
し
た
菌
体
を
経
口
投
与
す
る
。
腸
管
内
に
存

在
す
る
腸
管
関
連
リ
ン
パ
組
織
（
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
か
ら
取
り

込
ま
れ
る
と
、
乳
酸
菌
表
層
に
固
定
さ
れ
て
い
る
Ｅ
７
特

異
的
な
Ｃ
Ｔ
Ｌ
を
誘
導
し
、
ホ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
現
象
で

全
身
を
循
環
す
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｎ
３
の
病
巣
で
は
感
染
細
胞
表

層
に
Ｅ
７
抗
原
を
発
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
身
を
循

環
し
て
い
る
Ｅ
７
特
異
的
な
Ｃ
Ｔ
Ｌ
に
よ
り
感
染
細
胞
は

破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

我
々
の
研
究
に
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
の
Ｅ
７
タ
ン
パ
ク

質
発
現
の
最
適
化
並
び
に
高
機
能
化
を
施
し
た
組
換
え

乳
酸
菌
（
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
１
６
Ｅ
７
）
の
取
得
に
成
功
し

た
。
Ｅ
７
遺
伝
子
は
ｐ
ｒ
ｔ
Ｐ
ア
ン
カ
ー
遺
伝
子
と
融

合
し
、
高
効
率
に
菌
の
表
層
に
Ｅ
７
タ
ン
パ
ク
質
が
提

示
さ
れ
る
。
当
該
ア
ン
カ
ー
は
、
乳
酸
菌
の
細
胞
壁
に

共
有
結
合
し
、
Ｅ
７
は
菌
体
表
層
に
強
固
に
固
定
さ
れ

て
い
る
。

当
該
製
剤
の
治
験
入
り
を
目
指
し
た
検
討
を
進
め
る

中
で
、
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
１
６
Ｅ
７
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
化
時
に
加
熱

に
よ
る
不
活
化
処
理
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
安
全
性
の

課
題
と
さ
れ
て
き
た
、
生
き
た
遺
伝
子
組
換
え
体
を
利

用
す
る
他
の
開
発
候
補
品
と
は
異
な
り
、
本
製
剤
は
遺

伝
子
組
換
え
体
で
は
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
性
の
医
薬
品

候
補
物
質
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
経

口
剤
と
し
て
の
開
発
で
あ
る
た
め
、
注
射
剤
の
開
発
候

補
品
に
比
べ
高
度
な
精
製
ま
で
を
必
須
と
し
な
い
点
で
、

製
造
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
期
待
で
き
る
。
現
在
、
Ｉ
Ｇ

Ｍ
Ｋ
Ｋ
１
６
Ｅ
７
は
治
験
薬
Ｇ
Ｍ
Ｐ
製
造
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
安

全
性
試
験
が
終
了
し
、「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
を
標
的
と
し
た
免
疫
療
法
剤
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ｋ
Ｋ
１
６

Ｅ
７
に
よ
る
子
宮
頸
部
高
度
上
皮
内
腫
瘍
病
変
（
Ｈ
Ｓ

Ｉ
Ｌ
／
Ｃ
Ｉ
Ｎ
２⊖

３
）
患
者
を
対
象
と
し
た
第
Ⅰ
／
Ⅱ

相
医
師
主
導
治
験
が
国
内
複
数
の
大
学
病
院
に
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

乳
酸
菌
と
い
う
食
品
用
途
の
有
用
微
生
物
は
、
遺
伝
子

操
作
と
い
う
技
術
に
よ
り
、
製
剤
と
し
て
医
療
用
途
に
用

い
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
後
、
食
品
は
遺
伝
子
操

作
な
ど
の
育
種
に
よ
り
、
食
品
を
超
え
た
医
薬
品
と
同
等

に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
こ
の
よ

う
な
進
化
し
た
あ
る
い
は
新
た
な
機
能
を
持
っ
た
新
奇
な

＂
食
品
＂
に
関
す
る
安
全
性
の
考
え
方
の
整
理
が
必
要
と

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図2



04ZOOM UP

１
．
研
究
活
動
に
つ
い
て

　

東
京
情
報
大
学
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
分
野
に
係
わ
る
教

員
が
在
籍
し
て
お
り
、
各
教
員
の
豊
富
な
知
識
と
研
究
を
有
機

的
に
連
携
す
る
こ
と
で
新
し
い
情
報
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
生
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。現
在
、「
生
命
情
報
」

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
機
械
学
習
」「
情
報
基
盤
」
の
分
野

に
関
す
る
４
つ
の
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
し
、
学
部
・
大
学
院

と
連
携
し
て
デ
ー
タ
科
学
に
関
連
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。

⑴
生
命
情
報
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

　

さ
ま
ざ
ま
な
生
体
分
子
の
機
能
を
解
明
す
る
た
め
に
必
要

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
生
体
分
子
間
相
互
作
用
の
予
測
手
法
等

の
開
発
や
生
体
（
個
体
）
レ
ベ
ル
に
お
け
る
身
体
的
ま
た
心

理
的
な
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
研
究
メ
ン
バ
・
研
究
テ
ー
マ
】

総
合
情
報
学
科
准
教
授
村
上
洋
一

「
タ
ン
パ
ク
質
間
相
互
作
用
予
測
と
創
薬
標
的
部
位
の
同
定

に
向
け
た
研
究
」

総
合
情
報
学
科
准
教
授
小
早
川
睦
貴

「
身
体
情
報
処
理
に
基
づ
く
ヒ
ト
の
心
理
・
行
動
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
」

共
同
研
究
機
関
：
大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究
所
計
算
生
物
学
研

究
室
，
昭
和
大
学
医
学
部

⑵
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

　

個
人
・
企
業
の
機
密
デ
ー
タ
を
、
情
報
漏
洩
や
悪
意
を
も
っ

た
改
ざ
ん
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
か
ら
保
護
す

る
た
め
に
、
通
信
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ー
タ
や
ロ
グ
デ
ー
タ
等

を
分
析
・
解
析
し
、
そ
の
兆
候
解
析
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
検

出
手
法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
研
究
メ
ン
バ
・
研
究
テ
ー
マ
】

総
合
情
報
学
科
教
授
布
広
永
示

「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
特
徴
分
析
や
マ
ル
ウ
ェ
ア
の
検
知
手
法

に
関
す
る
研
究
」

総
合
情
報
学
科
教
授
花
田
真
樹

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
安
全
性
と
新
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
快
適
性
の
向
上
」

総
合
情
報
学
科
准
教
授
岸
本
頼
紀

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

に
関
す
る
研
究
」

共
同
研
究
機
関
：
株
式
会
社
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
，早
稲
田
大
学
，

東
京
工
科
大
学

⑶
機
械
学
習
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

　

人
工
知
能
分
野
に
係
る
機
械
学
習
を
用
い
た
高
度
な
情
報

処
理
技
術
の
開
発
や
深
層
学
習
（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
新
た
な
技
術
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
研
究
メ
ン
バ
・
研
究
テ
ー
マ
】

総
合
情
報
学
科
教
授
永
井
保
夫

「
機
械
学
習
／
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
／
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
な

ど
に
関
す
る
研
究
」

総
合
情
報
学
科
教
授
朴
鍾
杰

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
ド
ロ
ー
ン
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
応
用
技
術
開
発
」

総
合
情
報
学
科
准
教
授
マ
ッ
キ
ン
・
ケ
ネ
ス
ジ
ェ
ー
ム
ス

「
人
工
知
能
の
産
業
応
用
」

共
同
研
究
機
関
：
東
京
農
業
大
学
，
キ
ュ
ー
ピ
ー
株
式
会
社
，

株
式
会
社
パ
ス
コ
，
日
立
造
船
株
式
会
社
，

株
式
会
社
ニ
チ
ゾ
ウ
テ
ッ
ク

⑷
情
報
基
盤
研
究
ユ
ニ
ッ
ト

　

Ｈ
Ｐ
Ｃ
（H

igh Perform
ance Com

puting

）・
高
速
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
管
理
・
運
用
や
教
育
・
研
究
基
盤
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
研
究
メ
ン
バ
・
研
究
テ
ー
マ
】

総
合
情
報
学
科
教
授
井
関
文
一

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
環
境
の
開
発
」

２
．
人
材
育
成
に
つ
い
て

　

情
報
分
野
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
多
種
多
様
な
デ
ー
タ

を
収
集
・
蓄
積
・
解
析
し
、
有
益
な
情
報
の
抽
出
・
可
視
化
・

利
活
用
す
る
た
め
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

ZOOM UP

　東京情報大学では、さまざまなデータから有益な情報を抽出し、知識として利活用する研究の推進を目的として、２０２０
年11月に「先端データ科学研究センター（以下、本センターという）」を設立した。本センターでは、さまざまなデータを活
用した先端的な研究活動とそれを支援する情報基盤を提供することで、データ科学に関する研究を推進する研究拠点になると
共に、データの分析・解析力を身に付け、未来のデータ科学を牽引する優秀な人材を輩出することを目指している。ここでは，
本センターの研究活動と人材育成を紹介する。

東京情報大学
先端データ科学研究センターの紹介
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る
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
が
デ
ー
タ
科
学
に
係
わ
る
研

究
に
興
味
を
持
っ
て
貰
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
早
期
研
究

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

構
想
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
人
材
育
成
に
関
わ
る
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

⑴
早
期
研
究
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

総
合
情
報
学
部
総
合
情
報
学
科
の
１・２
年
次
の
学
生
を
対
象

に
し
て
、
希
望
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の

教
員
や
大
学
院
生
な
ど
の
指
導
の
下
、
デ
ー
タ
科
学
に
関
す
る

研
究
な
ど
の
調
査
を
通
じ
て
、
デ
ー
タ
の
多
様
さ
、
デ
ー
タ
科

学
研
究
の
お
も
し
ろ
さ
、
研
究
へ
の
姿
勢
な
ど
を
感
じ
取
っ
て

貰
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
度
は
、
７
名
の

学
生
が
参
加
し
、
次
の
よ
う
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

【
生
命
情
報
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
】

　

Python

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
習
得
し
な
が
ら
「
抗
体
─
抗
原
の

結
合
部
位
の
特
徴
解
析
」
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

【
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
】

　
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（W

eb

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
）
に

関
す
る
技
術
や
知
識
の
習
得
」
を
通
し
て
、
研
究
背
景
・
目

的
の
設
定
と
研
究
方
法
な
ど
の
研
究
基
礎
力
を
身
に
付
け
る
。

【
機
械
学
習
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
】

　
「O

penCV
4 for Python

や
機
械
学
習
＆
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
の
学
習
」
を
通
し
て
、
機
械
学
習
の
知
識
を
修
得
す
る

と
共
に
、Python 

3 

エ
ン
ジ
ニ
ア
認
定
基
礎
試
験
に
挑
戦
す
る
。

⑵
セ
ミ
ナ
ー

　
「
デ
ー
タ
解
析
の
た
め
の
技
術
と
実
践
研
究
」
と
題
し
て
、

２
０
２
１
年
６
月
に
セ
ミ
ナ
ー
を
４
回
実
施
し
た
。
合
計
で

３
０
５
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
デ
ー
タ
科
学
に
興
味
の
あ
る

学
生
が
多
い
と
感
じ
た
。

・
第
１
回
「Python

とO
penC

V

に
よ
る
画
像
認
識
」

・
第
２
回
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
そ
の
分
析
」

・
第
３
回
「 

ゲ
ノ
ム
ス
ケ
ー
ル
で
の
タ
ン
パ
ク
質
間
相
互
作

用
予
測
」

・
第
４
回
「
衛
星
と
ド
ロ
ー
ン
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
機

械
学
習
」

⑶
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
構
想
コ
ン
テ
ス
ト

　

デ
ー
タ
科
学
に
関
す
る
学
生
相
互
の
学
際
的
な
研
究
交
流

の
活
性
化
、
分
野
を
超
え
た
研
究
や
独
創
的
な
研
究
の
種
の

発
見
を
目
的
と
し
て
、
２
０
２
１
年
10
月
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
構
想
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

内
容
は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
、
身
の
回
り
の
面
白
い
デ
ー
タ

を
分
析
・
解
析
し
て
、
デ
ー
タ
か
ら
何
が
得
ら
れ
る
か
を
ポ

ス
タ
ー
プ
レ
ビ
ュ
ー
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
発
表
し
、

本
学
の
教
員
や
聴
講
者
に
よ
る
採
点
に
よ
っ
て
優
秀
な
発
表

を
表
彰
し
た
。
発
表
件
数
は
、
16
件
（
個
人
11
件
、
グ
ル
ー

プ
５
件
）
で
、２
０
２
１
年
度
の
受
賞
（【
最
優
秀
賞
】【
デ
ー

タ
解
析
賞
】【
デ
ー
タ
活
用
賞
】
な
ど
）
は
、
次
の
よ
う
な
結

果
と
な
っ
た
。

【
最
優
秀
賞
】

総
合
情
報
学
科
２
年
：
板
橋 

賢
志
君　
「
動
画
文
化
か
ら
考

え
る
人
々
の
価
値
観
等
の
変
化
と
予
想
」

【
デ
ー
タ
解
析
賞
】

総
合
情
報
学
科
３
年
：
鈴
木
優
介
君　
「
対
話
型
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
環
境
上
で
の
ユ
ー
ザ
の
進
捗
状
況
と
理
解
度
の
可
視
化
」

図１　研究構想コンテストの賞品（トロフィー）

【
デ
ー
タ
活
用
賞
】

総
合
情
報
学
研
究
科
１
年
：
中
川
佑
人
君　

他
４
名
「
機
械
学

習
を
用
い
たW

eb

の
攻
撃
・
防
御
手
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

３
．
お
わ
り
に

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
０
年
11
月
に
設
置
し
て
、
機
械
学

習
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
研
究
用
に
高
性
能
計
算
機
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
デ
ー
タ
科
学
の
研
究
・
人
材
育
成

の
活
動
を
開
始
し
た
。
当
初
は
、
デ
ー
タ
科
学
に
対
す
る
学
生

の
関
心
度
は
未
知
数
で
あ
っ
た
が
、
活
動
を
進
め
て
い
く
う
ち

に
、
学
生
の
興
味
が
増
し
て
く
る
の
を
実
感
で
き
た
。
１
年
間

の
纏
め
と
し
て
、
２
０
２
２
年
３
月
10
日
に
研
究
報
告
会
を
実

施
し
た
。
こ
の
報
告
会
で
は
、
大
阪
大
学
蛋
白
質
研
究
所
教

授 

水
口
賢
司
氏
に
「
計
算
生
物
学
か
ら
Ａ
Ｉ
創
薬
へ
」
と
題

し
て
、
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
創
薬
研
究
へ
の
応
用
に

つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
て
頂
き
、東
京
情
報
大
学
の
教
職
員
、

学
生
に
加
え
て
東
京
農
業
大
学
の
教
職
員
の
方
に
も
多
数
ご

参
加
頂
い
た
。
デ
ー
タ
科
学
に
関
す
る
研
究
を
推
進
す
る
研

究
拠
点
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
更
に
研
究
・
教
育
活
動
を

充
実
す
る
た
め
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

図２　研究構想コンテストの様子
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昨
年
７
月
に
中
等
部
設
置
事
業
計
画
が
群
馬
県
私
学
審

議
会
で
承
認
さ
れ
、
８
月
よ
り
校
舎
建
設
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
３
階
建
て
の
校
舎
は
、
高
校
生
が
利
用
し
て
い
る

本
館
に
連
結
す
る
形
で
増
設
さ
れ
、
普
通
教
室
１
０
教
室

の
他
に
、
技
術
・
家
庭
科
室
、
学
年
集
会
室
、
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
の
特
別

教
室
も
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
図
書
室
、
理
科
室
、
音

楽
室
、体
育
施
設
な
ど
は
高
校
生
と
の
共
有
と
な
り
ま
す
。

　

農
大
二
高
の
中
等
部
教
育
は
「
語
学
・
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」「
理
科
教
育
」

を
３
本
柱
に
据
え
、
中
・
高
６
年
間
を
一
貫
し
た
教
育
方

針
に
従
っ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
先
の
見
通
せ

な
い
不
確
実
な
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
の
基
礎
力
を
、
課

題
発
見
学
習
や
課
題
解
決
学
習
、
発
表
学
習
や
体
験
学
習

な
ど
を
通
じ
て
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
等
部
の
募
集
定
員
は
70
人
（
男
女
共
学
）
で
２
ク
ラ

ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
設
置
準
備
の
た
め
に
組

織
し
た
教
員
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
６
年
間
の
具
体

的
な
学
習
計
画
や
行
事
計
画
の
最
終
段
階
を
迎
え
て
い
ま

す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
英
語
、
数
学
、
国
語
な
ど
の
科
目

を
標
準
時
数
よ
り
増
や
し
、
授
業
進
度
の
工
夫
や
よ
り
深

い
学
び
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
理
科

の
授
業
は
実
験
や
観
察
を
多
く
取
り
入
れ
、
論
理
的
思
考

能
力
や
実
証
精
神
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。
東
京
農
大
と
の

連
携
に
よ
り
学
び
の
質
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
は
教
育
課
程
特
例
校

の
申
請
を
行
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
理
科
教
育
同
様
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
よ
り
論
理
的
思
考

　

群
馬
県
内
の
１
５
歳
人
口
は
、
現
在
の
１
万
８
千
人
台

か
ら
１
０
年
後
に
は
１
万
３
千
人
台
へ
と
急
減
す
る
見
込

み
で
す
。
こ
の
人
口
減
少
に
対
す
る
募
集
対
策
を
目
的
と

し
て
、
さ
ら
に
６
年
間
の
中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
進
学
実

績
の
向
上
を
目
指
し
、
中
等
部
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
農

大
二
中
が
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
地
域
に
お
け

る
教
育
の
選
択
肢
を
広
げ
、
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　令和5年４月、東京農業大学第二高等学校中等部を開設します。すでに実績を積んでいる農大一中、農大
三中、そして２０１９年に開校した稲花小学校に続き、法人の推し進める学園化構想の一環として農大二高
に中等部を設置することになります。

TOPIC

2023年4月
農大二高中等部を開設します

※設置認可申請予定

中等部校舎の完成イメージ
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力
の
養
成
を
行
う
こ
と
は
、
中
等
部
教
育
の
魅
力
の
ひ
と

つ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

中
等
部
の
教
員
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
中
学
校
や
中

高
一
貫
校
で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
実
績
を
有
す
る
数
名

の
教
員
が
本
校
の
教
員
団
に
加
わ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

授
業
設
計
の
参
考
と
し
て
、
昨
年
度
中
に
中
高
一
貫
校
の

先
進
校
へ
の
見
学
研
修
な
ど
を
開
始
し
、
農
大
一
中
や
農

大
三
中
の
教
育
内
容
も
大
い
に
参
考
に
し
な
が
ら
令
和
５

年
の
ス
タ
ー
ト
が
ス
ム
ー
ズ
に
切
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

農
大
二
高
中
等
部
は
、
高
崎
市
で
は
初
め
て
の
私
立
中

学
と
な
り
ま
す
。
創
立
以
来
60
年
に
わ
た
る
農
大
二
高
の

進
学
実
績
や
ク
ラ
ブ
の
活
躍
、
人
材
育
成
の
成
果
な
ど
に

よ
り
地
元
地
域
で
の
知
名
度
は
高
く
、
さ
ら
に
近
年
の
進

学
実
績
の
向
上
な
ど
か
ら
中
等
部
に
対
し
て
教
育
関
係
者

や
地
域
の
方
々
か
ら
の
関
心
や
期
待
は
想
像
以
上
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
農
大
二
高
の
卒
業
生
は
３
万
７
千
名
を

超
え
、
周
辺
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の
卒
業
生
か
ら

中
等
部
に
対
す
る
期
待
の
声
を
直
接
い
た
だ
く
機
会
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
11
月
７
日
と
同
２
７
日
に
は
小

学
５
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
中
等
部
説
明
会

を
開
催
し
、
参
加
者
は
約
８
０
０
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
12
日
に
行
っ
た
プ
レ
テ
ス
ト
に
は
約

３
０
０
名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
予
想
を
上
回
る

参
加
者
を
得
た
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
期
待
の
表
れ
で
あ

る
と
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

社
会
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に

は
、
６
年
間
の
一
貫
教
育
が
よ
り
優
位
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
農
大
ブ
ラ
ン
ド
・
農
二
ブ
ラ
ン

ド
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
時
代
や
社
会
の
要
望
に
対
応

し
た
魅
力
あ
る
教
育
を
行
う
こ
と
は
、
本
校
の
発
展
の
み

な
ら
ず
、
地
域
社
会
の
教
育
力
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。
開
校
ま
で
あ
と
1
年
、
教
職
員
一
同
、
開
拓

と
創
造
の
精
神
を
持
ち
、
新
し
く
そ
し
て
魅
力
的
な
学
校

を
創
る
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
農
業
大
学
第
二
高
等
学
校
校
長　

加
藤
秀
隆

確かな力を育む６年間一貫教育へ。
一人ひとりの目標に寄り添い、�一歩ずつ進んでいく６年間

教育目標

「開拓と創造」の精神の育成
今までにない新しいモノを創り出す力を育む。
既存の物事や価値観にとらわれない、「０から１を創造できる人材」
を育成します。

教育の３本柱

１．国際社会で活躍する
「語学・グローバル教育」

２．論理的な思考力を育む
「ICT・プログラミング教育」

３．物事を主体的に考え、科学的に実証・探求する
「理科教育」

TOPIC

主要５教科［国語／数学／英語／理科／社会］
「中等部設立指導チーム」が発足。

進路指導部が中心となり、主要５教科（国語、数学、英語、理科、社会）
の担当者がチームを結成。６年間の学習計画をどのように構築してい
くべきか、また各教科でどのような力を培う必要があるかの研究を重
ねています。今後は、校内研修・外部研修を通して、６年間一貫教育
の方針・方法に更に磨きをかけ実践していきます。



▶研究&教育 最前線
乳酸菌を抗原運搬体とした経口粘膜ワクチン開発研究
東京農業大学農芸化学科 教授／
学校法人東京農業大学食品安全研究センター長　五十君 靜信
▶ZOOM UP
先端データ科学研究センターの紹介
東京情報大学
▶TOPIC
農大二高中等部を開設します
東京農業大学第二高等学校中等部

食品安全研究センターFSRC（Food Safety Research Center）開設のお知らせ

　2022（令和４）年4月1日から、新規事業としまして“学校法人 東京農業大学 食品安全研究センター：FSRC”

が活動を開始しました。FSRCは、東京農業大学総合研究所研究会「食の安全と安心部会」が行ってきた食の安全

と安心に関わる情報発信に加え、研究活動、食の安全に関わる教育と啓発、リスクコミュニケーション、食の安全に関す

るコンサルティング等を行います。FSRCは、実験室を東京農業大学世田谷キャンパス内8号館3階に開設しました。

　FSRCは、科学的思考に基づく食の安全の構築と安心の啓発を目的としています。食の安全の確保には生産現

場から消費者に至る一貫した管理が求められます。東京農業大学は食の生産環境から加工、流通、消費、栄養、

健康に至る領域をカバーする教育研究機関であります。東京情報大学は情報と看護の領域をカバーしております。

　一方、食の安全確保では実行性を持つためには産官学の連携も重要です。FSRCは学校法人東京農業大学

傘下の東京農業大学、東京情報大学との連携に加え、食品安全に関わる大学、行政に関わる研究機関、学術団

体や財団、民間の研究所等とも連携し積極的に研究活動を行います。また、次世代を担う両大学の学生、稲花小

学校をはじめ併設中学校、高等学校の児童・生徒へ生きることを支える食の安全・安心の科学教育を通じて、

広く一般消費者へ活用できる教育啓発手法の開発を進めてまいります。

食品安全研究センター
FSRC（Food Safety Research Center）

開設のお知らせ

ホームページ　https://www.nodai.ac.jp/fsrc/
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学校法人東京農業大学
◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校
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